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＜連絡事項＞
・感染・非感染の確認を行い、間違いのないようBOXに入れて下さい。
・業務分担の担当者は、進捗状況を今月末までに入力して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・原田　勉様～本日、10：30退院となっています。

・坂　貢様～風邪症状持続していることからPL希望あり、田名部DrよりPL2日分処方して頂いています。症状の観察を行って下さい。
・蝦夷森　重男様～下肢痛の訴えあり、田名部Drよりハップスター　1P処方して頂いています。部位症状の疼痛の有無の確認を行って下さい。
・赤石　陽介様～本日、外泊より帰院後、家族勉強会を実施しています。

御家族様の都合により、8/3(土)～8/4(日)の外泊訓練は中止となっています。
＜要注目患者様＞
・山下　拓也様～他患者様への干渉・スタッフへの話し掛けや迷惑行為あり介入要してい

ます。介入に、興奮しカウンターを叩くことあります。睡眠も不安定な

状況です。都度、振り返りを行って下さい。他者とのトラブル及び血圧
低値に注意し確認を行って下さい。また、移動時・起立時のふらつき・
転倒にも注意して観察して下さい。
・佐々木　康子様～昨日、準夜帯にて退院についての不満を話される事ありました。介入に対し聞き入れる様子見られず、話し終わると立ち去っています。また、スタッフや一点を凝視することもあり、表情の硬さや冴えなさも見られています。引き続き、行動・言動の観察を行って下さい。
＜田名部先生診察状況＞

・山本　伸子様～臨時薬前回と一部内容変更にて7日分処方となっています。
点眼薬　1本継続処方となっています。

・松林　政道様～御家族様の都合により退院日が、8/2(金)から8/5(月)　11：00へと変更になっています。
・小田　沙也加様～7/27(土)～外泊へと行かれる際、母様より8/3(土)の退院希望聞かれ、主治医より許可となっています。
・佐々木　尚子様～8/2(金)10：00～8/4(日)15：00　歯科受診・外泊訓練の為外泊希望聞かれ、主治医より許可となっています。

臨時薬一部内容変更にて7日分処方となっています。

・松川　麗様～7/30(火)ハロマンス施行予定となっています。臨時薬同内容にて継続となっています。

・関川　彰様～本日、14：15～地域復帰検討会を実施しています。

ヒアルロン酸Na　1本処方となっています。

(診察状況)・・7/30(火)　13：00～16：00アパートの手続きで不動産へ行く為、外出希望聞かれ主治医より許可となっています。また、記入して頂きたい書類がある為母様来院時は、三浦PSWへ連絡をお願いします。
退院日：8/4(日)11：00
初外来日：8/12(月)10：30
退院時処方：同内容にて13日分、8/4～他臨時薬、レグテクト(333)　6T　3×ndE/9T(退院時処方含む)

＜アルコール依存症治療プログラム予定＞

・赤石　陽介様～7/29(月)帰院後：家族勉強会
　　　　　　　　7/30(火)午後：ビデオドラマ
　　　　　　　　7/31(水)午前：テレビドラマ
　　　　　　　　8/1(木)午後：ゼロの会

　　　　　　　　8/2(金)午前：テキスト
　　　　　　　　8/3(土)午前：SST　午後：家族勉強会
　　　　　　　　8/4(日)午後：振り返り

・関川　彰様～7/29(月)午前：テキスト

　　　　　　　7/30(火)午後：酒歴発表原稿作成
　　　　　　　7/31(水)午前：ビデオ
　8/1(木)午後：ゼロの会

　　　　　　　8/2(金)午前：ビデオ
　　　　　　　8/3(土)午前：SST　午後：退院時ミーティング
　　　　　　　8/4(日)午前：退院
※松林　政道様の症例検討会を実施しています。
※原田　勉様～地域復帰検討会を実施しています。
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断酒意志について「大丈夫ですよ」と表面的に話されるが、通院の意志はある様子。(看護：高橋)

父様の飲酒と本人様の飲酒及び飲酒による粗暴行為によるストレスにより、脳腫瘍が出来たと話され

ており、本人様とは距離を置きたいと話されている。しかし退院後の生活において食事が心配だと話さ

れ、本人様を気遣う一面も見られる。(看護：高橋)



保護者は母(栄子様)。本人の行動(飲酒や暴力行為等)に対して強い恐怖心を抱いており､入院前より｢

面会も出来ない｣等と強く訴えていた。また､思う通りにいかないことがあった際に混乱して､考えや行動

を整理できずに不安が強まることから､家族が行うべき物事を一つひとつ整理して伝えていくことが必要

である。上記により､当院PSWに行動を依存する傾向があり､家族で行うべき援助については､退院後も

引き続き検討して､伝えていくことが必要である。(SW:三浦)

　外来での治療を継続していく。
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松林　政道様

病棟スタッフ、PSW、ＣＰ、OT、外来スタッフ、青明舎スタッフ

母様

三浦　綾

対人関係におけるストレス耐性が極めて脆弱であり、些細な事でも負担となり易い。そのため断酒につ

いて「大丈夫ですよ」と話されるものの具体性は無く、考え方も安易な為、すぐ飲酒に走る可能性は十

分に考えられる。また、本人様の飲酒行動に母様、姉様共に嫌悪感を抱いている為、再飲酒する事で

更に家族関係が悪化する恐れもある(看護：高橋)

（心理：李）



断酒に対する意思は｢ある｣と話すものの､上記に伴う行動や日常生活方法等の考え方が安易である。

断酒の方法について､本人が納得して行える方法を確認･検討していく必要性がある。また､交際相手と

共依存的な関係性にあり､互いの病状を左右している傾向がある。適度な距離を保っていけるよう､助

言が必要。家族(母親)の精神的負担が非常に強く､上記が強まると､本人に対して拒否する行動が著し

くなる。家族との関係性の維持及び家族の負担の軽減を図ることが必要である。(SW:三浦)

今回の入院時面談で「どうでも良くなってきた」と今後に対して投げなりな発言が聞かれる事がある。そ

の後の面談では同様の発言は聞かれないが、今後の生活に楽観視する発言や「またホストの仕事に

つきたい」などあまり自分の病状や現状を把握出来ていない様子の発言が目立っている。また、今後の

具体的な生活について話しをしようとすると、何かしらの理由を付けその場から離れようとする行動が

みられるなど、自分の今後についてのイメージが持てていない。再飲酒の危険性は高いため、今後も

密な生活の確認が必要になる（OT：　小向）

特記なし


